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華麗なる川柳への道

開設から一年

昨年6月にヘルパーステーションアプレを開設してようやく1

年を迎えようとしています。おかげ様でご利用者様も着実に増

えてまいりました。1月には初めて北九州市の実地検査を受けま

した。実地検査とは、介護保険上のサービスを提供している事

業所全てに対し定期的に行われる内部検査のことです。

新たな事業展開であるため、どのような指摘を受けるかと心

配していましたが、検査結果は好評でした。

「訪問介護員(ヘルパー)の質の高さが伺えます」、

「今まで検査を行った事業所で一番良くできていました」、

「こちら(市職員)が参考になる事が多かったです」

などと大変ありがたい評価と、

「今までに無い新しい発想で取り組んでおり、ぜひ成功させ

て欲しいです。」との激励も頂きました。

今後もさらなる介護の質の向上に取り組むことはもちろんの

こと、自信を持って提供できる豊寿園の訪問介護サービスをよ

り多くの方に感じていただきたいと思います。

毎号読者の方から投稿いただいた川柳を紹介するこのコーナー、今回のお題は「花見」です。
今回も力作がたくさん集まりました。次ページ以降で紹介していきます。
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今年６月で開園１４年目を迎えます。

昨年度は居宅支援の強化と新規在宅サービスをスタート

させたことから、豊寿園における在宅から入所までの支援

体制が整いました。

全職員が一体となり、より一層サービスの向上に努める

と共に、赤十字施設としての役割を果たすべく地域の皆さ

んとの交流に力を注ぎ、地域福祉向上の一翼を担えるよう

取り組んでまいりますので、皆さんのご支援ご協力をよろ

しくお願いします。

平成23年度の始まり



ト ピ ッ ク ス

3月25日に園内にて豊寿園家族会主催の勉強会が開
催されました。当日は北九州市認知症介護指導者でも
ある奥水介護係長が“認知症の人のためのｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
ｾﾝﾀｰ方式”について講義を行い、その後日頃ご利用者
様に提供している昼食を参加者の皆さんに試食してい
ただきました。
当日は家族会員だけでなく、豊寿園の居宅系サービ

スを利用されている方のご家族も参加され、あわせて、
26名ほどの参加でした。試食しながら皆さんそれぞれ
の立場から、認知症の方と向き合った体験を語り合わ
れ、和やかな雰囲気で終える事ができました。

豊寿園家族会も情報を発信しています！

T O P I X

3月29日豊寿園の外部第三者委員である花田健吾氏
(豊寿園初代園長)、八坂和子氏(ボランティア団体会長)
をお招きして、事業内容の自己評価を行いました。

22年度の各事業の取り組みについては、外部委員か
らも良い評価をいただきましたが、 他施設での実習を
行ってはどうか、サービス業である以上職員の資質向
上の取り組み、地域へのＰＲ活動の取り組みなど多く
の助言もいただきました。
今年度もさらなるサービス向上を目指したいと思い

ます。

更なる高みを目指して 事業内容の評価を行いました！

3月22日オープンJR博多駅内に新たな献血ルーム
がオープンしました。 「おっしょい」とは、博多を
代表する祭り「博多祇園山笠」の勇壮な掛け声にち
なんだものです。

“おもてなし”の場をテーマにデザインされた明る

く開放的な空間、九州最大規模のスペースで皆様を
お出迎えします。
ＪＲ博多駅に隣接しておりますので、眼下に発着

する新幹線を見ることもできます。

3月22日献血ルームおっしょい博多OPEN！

華麗なる川柳への道 箸置くや 花見の席で おおいびき 作者：P･N のんちゃん大 賞
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豊寿園
アルバム

年賀式にお神酒をいただきました
獅子舞の演舞で一年の健康を祈念しました

エントランスにてﾊﾟﾝ屋さんがOPEN。

ひな飾りを眺め、季節を感じました。

厳
し
い
冬
か
ら
う
ら
ら
か
な
春
へ
と

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
な
が
ら

一
月
か
ら
三
月
に
か

け
て
、
新
年
の
始
ま
り

と
春
の
訪
れ
を
園
内
行

事
を
通
し
て
感
じ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

一
月
の
年
賀
式
、
獅

子
舞
鑑
賞
会
、
二
月
の

節
分
で
は
今
年
一
年
の

健
康
を
祈
り
ま
し
た
。

特
に
祝
金
獅
子
曾
の

お
二
人
に
よ
る
獅
子
舞

の
圧
倒
的
な
演
舞
に
は

皆
さ
ん
釘
付
け
！
熱

心
に
魅
入
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

二
月
か
ら
三
月
と
ま

だ
ま
だ
寒
さ
を
強
く

感
じ
る
季
節
に
は
、
園

内
で
買
い
物
や
喫
茶
を

行
い
、
美
味
し
い
パ
ン
や

ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

女
性
だ
け
で
な
く
男

性
も
甘
い
物
に
は
目
が

な
い
方
が
多
く
、
抱
え

き
れ
な
い
ほ
ど
の
商
品

を
抱
え
レ
ジ
へ
と
向
か

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

屋
内
に
い
る
と
な
か

な
か
感
じ
に
く
い
季
節

の
移
ろ
い
を
非
日
常
の

空
間
の
中
で
感
じ
て
い

た
だ
く
。
園
内
行
事
の

大
切
な
目
的
だ
と
思
い

ま
す
。

華麗なる川柳への道 希望あり 花見に寄せる 震災地 作者：P･N きーたん
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あなたと向き合った日々
先日実施いたしました読者アンケートでは“特に興味のある記事”一位をいただきました。今年度も介護
をとおしてご本人様と向き合われた日々を多くの方と共有できるコーナーにしていきたいと思います。

今回、荒木介護長のインタビューに応じてくださったのは、松崎さんです。

定期的に面会にこられてはお母様と楽しそうにおしゃべりをされています。今

の状態に行き着くまではどのようなご苦労があったのでしょうか。

HOUJUEN × Family

「だんだんと物忘れが激しくなり、品物の名前が言えないなどの症状が出

てきました。けれど、ヘルパーに入っていた親戚は変わらないというんです。

でもある日、たけのこを油で揚げている母を見て確信を持ちました。目が

離せない状態になったんだと思いました。」

「自宅での介護が始まりましたが、私自身は十分に世話が出来ないし、自

分自身も入院しなければならなくなったので、母親を預かってくれる施設を

探して周りました。介護が必要な人をどこで、誰に、どうお願いすれば良い

のかがわかりませんでした。母親を預かってくれる事業所を探し回る日々が

続きました。その頃はますます目が離せなくなっていた母を抱えながら丌安

な毎日を過ごしていました。」

―介護保険の利用方法はまだまだ浸透していない面もあるということで

しょうか。行政や事業者がもっともっと身近に感じていただける工夫が必要

なのかもしれません。－

「本人は父親が亡くなった後から一人暮らしでした。私は母の近くに住ん

でいましたが体調が優れず、母の身の回りの事を十分にしてあげられないの

で、ヘルパーをしていた親戚に頼み、買い物や安否確認をしてもらっていま

した。」

―お母様の異変に気がついたのはどんなときだったのでしょうか？―

「目が離せない状態になったんだと思いました。」

「病院の方から豊寿園さんを紹介され、申し込みをして入所することがで

きました。とにかく、在宅での認知症の人の介護は誰かが付き添わなければ

いけない。これが大変でした。今は、本人も安心して生活しているようだし、

私自身の生活も安定できています。」

「 事 業 所 を 探 し 回 る 日 々 で し た ・ ・ 」

「誰かが付き添わないといけない。これが大変でした。」

華麗なる川柳への道 助け合い 心の中を 満開に 作者：匿名希望
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一
月
か
ら
三
月
の
間
に
も
、
様
々

な
形
で
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
持

ち
ま
し
た
。
特
に
、
松
ヶ
江
北
市
民

セ
ン
タ
ー
で
の
講
座
は
今
年
度
最
後

で
し
た
が
、
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
新
門
司
保
育
所
や
松
ヶ
江

北
小
学
校
と
の
二
二
年
度
最
後
の
交

流
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
小
学
校
や
中
学
校
へ
と
巣

立
っ
て
行
く
子
供
さ
ん
達
を
ご
利
用

者
様
た
ち
は
最
高
の
笑
顔
で
見
送
ら

れ
ま
し
た
。

人と人とが繋がる場所、地域の中のそんな場所でありたい・・

新門司保育所交流会

第5回松ヶ江北小学校交流会

藤松校区認知症サポーター養成講座 門司区婦人会研修

第4回松ヶ江北市民センターイキイキ健康講座

一緒に体操やレ

クリエーション

をして交流

しました

華麗なる川柳への道 被災地も 助け合いして 花みたい 作者：P･N きーたん
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家
庭
で
救
急
車
を
呼
ぶ
と
い
う
こ
と
は

滅
多
に
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
い
ざ
、

そ
う
い
う
場
面
に
遭
遇
し
た
場
合
は
冷
静

で
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

事
前
に
準
備
し
て
お
け
る
事
と
し
て
、

受
診
時
に
必
要
な
情
報
を
一
つ
に
ま
と
め

お
き
、
い
ざ
と
い
う
と
き
到
着
し
た
救
急

隊
に
伝
え
る
事
が
大
切
で
す
。

あ
と
は
、
１
１
９
番
通
報
の
際
に
、
患

者
の
状
況
が.

い
つ
か
ら
・
ど
う
い
う
状
況

な
の
か
を
冷
静
に
伝
え
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

介 護 一 口 メ モ

１
１
９
番
！
い
ざ
と
い
う
時
に
備

え
て
い
ま
す
か
？

“
安
心
情
報
セ
ッ
ト
”
と
は
自
宅
で
倒

れ
て
救
急
車
を
要
請
す
る
際
な
ど
に
、
保

険
証
や
そ
の
家
に
住
む
人
の
病
気
や
薬
な

ど
の
情
報
を
専
用
の
ケ
ー
ス
に
ま
と
め
て

お
く
た
め
の
も
の
で
す
。
到
着
し
た
救
急

隊
な
ど
が
確
認
し
て
医
療
機
関
へ
届
け
る

こ
と
で
、
確
実
に
患
者
の
情
報
を
伝
え
る

事
が
で
き
ま
す
。

各
区
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
て
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

栄 養 一 口 メ モ

高
血
圧
は
日
本
人
４
人
に
１
人
は
罹
っ

て
い
る
と
い
う
と
て
も
身
近
な
病
気
で
す
。

今
年
度
は
そ
ん
な
高
血
圧
を
防
ぐ
食
事
＝

「
減
塩
食
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
基
に
４
回

シ
リ
ー
ズ
で
お
送
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
ま
れ
つ
き
高
血
圧
に
な
り
や
す
い
人

（
遺
伝
要
因
）
が
肥
満
、
ア
ル
コ
ー
ル
、

運
動
不
足
、
喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
悪

い
生
活
習
慣
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
発
症

し
ま
す
。

遺
伝
も
あ
り
ま
す
が
生
活
習
慣
を
よ

く
す
れ
ば
防
げ
る
病
気
で
も
あ
り
ま
す
。

日
本
人
は
普
通
の
食
事
を
食
べ
て
い
て

も
１
日
に
約
12
～
13
ｇ
の
塩
分
を
と
っ
て

い
ま
す
。
日
本
人
に
勧
め
ら
れ
て
い
る
の

は
１
日
10
ｇ
未
満
、
高
血
圧
患
者
で
は
6

ｇ
未
満
で
す
。
つ
ま
り
高
血
圧
の
人
は
半

分
近
く
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
ね
。
塩
分
10
ｇ
は
小
さ
じ
山

も
り
１
杯
に
あ
た
り
ま
す
。

ま
た
、
調
味
料
、
そ
し
て
食
品
や
加
工

食
品
に
も
以
外
と
塩
分
が
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
日
々
の
食
事
を
見
直
し

見
ま
せ
ん
か
？

「高
血
圧
」あ
な
た
は

大
丈
夫
で
す
か
？

意外と知らない加工食品中の塩分量

加工食品 塩分の量

焼ちくわ 約２．４ｇ

梅干し 約２ｇ

即席ラーメン 約７．７ｇ

たらこ一腹分 約３．７ｇ

“あんしん情報セット”をご存知ですか？

華麗なる川柳への道 親鳥が 一人眺める 葉桜を 作者：匿名希望
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豊寿園体験リポート

６時８時１０時１２時１５時１６時１８時２１時

起
床

朝
食

ラ
ジ
オ
体
操

歯
磨
き

7：45９時

歯
磨
き

お
や
つ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

Ｏ
ｒ

入
浴

く
つ
ろ
ぎ
タ
イ
ム

夕
食

17：30

歯
磨
き

消
灯

く
つ
ろ
ぎ
タ
イ
ム

お
一
人
お
ひ
と
り
に

あ
っ
た
生
活
を

朝
、
６
時
頃
か
ら
起
床
し

て
い
た
だ
き
、
朝
食
の
準
備

を
始
め
ま
す
。
ご
利
用
者
様

も
夜
勤
職
員
も
瞼
の
重
い
時

間
で
す
。

朝
食
を
と
っ
た
後
は
、
ラ

ジ
オ
体
操
で
毎
日
の
活
力
を

得
ま
す
。
身
だ
し
な
み
を
整

え
る
の
に
も
余
念
が
あ
り
ま

せ
ん
。

昼
食
を
と
っ
た
あ
と
は
、

各
階
に
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
か
、

曜
日
に
よ
っ
て
は
お
風
呂
に

入
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
午

後
の
楽
し
い
時
間
の
始
ま
り

で
す
。

お
や
つ
を
挟
ん
で
の
ん
び

り
と
し
て
い
る
と
少
し
家
に

帰
り
た
く
な
る
方
も
ち
ら
ほ

ら
と
・
・
。

夕
食
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、

あ
た
り
が
暗
く
な
っ
た
の
を

見
て
、
床
に
入
る
準
備
を
始

め
ま
す
。

夕
食
後
は
Ｔ
Ｖ
を
見
る
な

ど
自
由
に
過
ご
さ
れ
た
後
、

ベ
ッ
ド
へ
と
入
っ
て
い
か
れ

ま
す
。
今
日
一
日
の
楽
し

か
っ
た
こ
と
や
心
配
ご
と
を

思
い
出
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん

の
豊
寿
園
の
夜
は
ふ
け
て
行

き
ま
す
・
・
・
。

も
ち
ろ
ん
、
お
一
人
お
ひ

と
り
の
身
体
や
心
の
状
況
に

よ
っ
て
過
ご
し
方
は
様
々
で

す
。
一
緒
な
の
は
、
ど
の
方

に
も
、
職
員
が
そ
の
傍
ら
で

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
で
す
。

ご利用者様の日常を紹介するコーナーです。
今回は特養棟の一日をご紹介します。

就寝前のくつろぎの一時 お昼のレクリエーション

赤
十
字
の
活
動
を
支
え
て

い
る
の
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
様
で
す
。
地
域
ご

と
に
結
成
さ
れ
た
「
地
域
赤

十
字
奉
仕
団
」
、
救
急
法
や

水
上
安
全
法
、
介
護
、
無
線

な
ど
の
特
殊
能
力
を
活
か
し

て
社
会
に
貢
献
す
る
「
特
殊

赤
十
字
奉
仕
団
」
、
青
年
や

学
生
が
若
い
力
を
社
会
に
役

立
て
よ
う
と
結
成
さ
れ
た

「
青
年
赤
十
字
奉
仕
団
」
が

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
の
あ
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す

ま
た
そ
の
他
に
も
地
域
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
赤
十

字
の
事
業
や
当
園
に
お
い
て

職
員
と
共
に
ご
利
用
者
様
の

生
活
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
い
て
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｗｅ are volunteer
赤十字活動を支えるボランティアさんを紹介するコーナーです。

整
容

華麗なる川柳への道 今回も力作ぞろいでしたが、東北地方の震災にかけた作品も多く見られ関心の高さが窺えま
した。次回のお題は「夏休み」です。作品は園内に設置している投稿箱までお願いします。
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○

平
成
二
二
年
度
に
は
年
間
で

延
８
５
４
名
、
２
５
４
回
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
受
け
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。

門司区福祉
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ一期会

379

北九州赤十字看護
奉仕団じゅんの会

157

福岡県特殊奉仕団
いやしのｹｱなごみ

81

北九州華冠ｸﾞﾙｰﾌﾟ 32

道の会 31

傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 67

門司区AVEの会 30

個人 37

その他 40

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
が
活
躍
し
て
い
ま
す

平成22年度ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ延べ人数実績

昼
食

「その笑顔に会いたくて・・」

じゅんの会の活動風景
(行事協力)

一期会の活動風景
(行事協力)

なごみの活動風景

市区職員の活動風景



・次号は7月15日発行予定です。
・“華麗なる川柳への道”のお題は「夏休み」
です。どしどしご応募ください。

地域ぶらり情報豊寿園ブログ村

豊寿園に勤務する職員がお勧めの地域情報を紹
介するコーナーです。
今回は介護長兼生活相談員の荒木美奈さんお勧

めのグルメスポットです。

お天気の日にはプラ～っと出かけたくなる今日
この頃。でも、プラ～っと歩くと小腹もすいちゃ
う。そんな時にオススメのお店を紹介します。
和布刈神社の直ぐ近く、下関との人道の入り口

にある若松屋さんの「おでん」です。
だしは、ちょっと甘めでからしをつけるとかな

り大人の味に大変身。小腹を満たすつもりが、あ
まりのおいしさについつい満腹に。
お店でも食べれますが、持ち帰って海を見なが

ら食べるのもサイコーです。

若松屋
北九州市門司区大字門司3492 
℡ 093-332-2039 
関門海峡めかりから徒歩約9分
水曜定休

メニューは
他に鍋焼き
うどんやお
でん定食な
どなど。

おでん弁
当？？

なるものも
あります！

若松屋さんに行ってきました

○編集後記(editorial note）

春は出会いと別れの季節ですが、予期せぬ災害によっ
てもたらせるそれは、悲しみばかりが募ります。

3月に東北・関東地方を襲った震災で被災された方々
には心からお見舞いを申し上げます。
私たちは、赤十字の職員として、そして一人の日本人

として日々今出来ることに取り組んでいきたいと思いま
す。
さて、「豊かな樹」新年度号では先日ご協力いただき

ました読者アンケートの結果を踏まえ、様々な変更を行
いました。
赤十字施設としての情報発信や、豊寿園の今をお伝え

するという目標のため、今年度も広報委員を中心に良い
誌面作りに取り組みたいと思います。ご意見などござい
ましたらお気軽にお声かけください。よろしくお願いい
たします。

平成23年度広報委員 生活相談係 森英樹

『新婚旅行は南国』と、子供の頃から憧れを抱
き、この度ようやく夢を実現して参りました。
憧れのハワイ航路ならぬプーケット。澄み渡

る海、輝かしい空、灼熱を感じさせない乾いた
風… プーケットはタイ国の南部に位置し、時
差が2時間しかなく常夏の楽園ではありますが、
12月～3月にかけては乾季となるため、とりわ
け2月のハネムーンにぴったりの場所でした。
後ろ髪を引かれ帰国すると、福岡国際空港は

雪景色… 気温差30℃を肌身で感じ、即座に夢
から覚めた思いでした。

発行日：平成23年4月15日
発行元：日赤豊寿園 広報委員会
編 集：平成23年度日赤豊寿園広報委員

○次号予告（Next issue notice）

○お知らせ（information）

【職員の異動】
事務課長 坂田雅希 ⇒ 北九州血液センターへ
福岡赤十字病院より ⇒ 事務課長 廣瀬智昭

豊寿園に勤務する職員が私生活で感じたこと
などを徒然と書き込む豊寿園ブログ村。
今回の担当はこの度職場結婚をされた介護長

の荒木敬一郎さんです。
豊寿園の職員が書いたブログはホームページ

上で公開しています。
http://nissekihoujuen.jp

表紙撮影：城戸匡美
(日赤豊寿園ｹｱﾌﾟﾗﾝｾﾝﾀｰ管理者)

撮影場所：門司港レトロ地区周辺にて

所在地：〒800-0112 北九州市門司区大字畑1808-5
TEL 093-481-1121 FAX 093-481-5678
Email info.houjyu.jrc@cnc.bbiq.jp
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いま、何ができるか考えてみませんか？

日
本
赤
十
字
社
で
は
日
頃
か
ら
災
害
発

生
時
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い
、
有
事
に
備

え
て
い
ま
す
。
二
月
二
三
日
・二
四
日
に
も

春
日
市
に
お
い
て
県
内
で
震
度
6
強
の
地
震

が
発
生
し
た
想
定
で
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

北
九
州
市
内
の
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
地
震

発
生
直
後
か
ら
義
援
金
の
募
金
活
動
が
行

わ
れ
、
門
司
区
内
に
お
い
て
は
三
月
十
五
日

大
里
柳
町
商
店
街
に
お
い
て
行
わ
れ
、
多
く

の
義
援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

私
達
豊
寿
園
か
ら
も
、
救
護
要
員
と
し
て

三
月
二
十
日
か
ら
二
五
日
ま
で
の
間
で
坂

根
介
護
長
が
宮
城
県
の
石
巻
赤
十
字
病
院

に
日
赤
本
社
救
護
要
員
の
一
員
と
し
て
出

動
し
ま
し
た
。

い
ま
だ
、
被
災
地
で
は
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃

料
や
、
食
料
品
な
ど
は
不
足
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
電
気
・水
道
が
復
旧
し
て
い
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

日
本
以
外
の
各
国
か
ら
も
多
く
の
支
援
が

寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
世
界
中
の
人
々
が
被
災

地
を
案
じ
て
い
ま
す
。

い
ま
、
私
達
ひ
と
り
ひ
と
り
に
何
が
で
き
る

か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

三
月
二
十
日
に
東
京
の
日
赤
本
社
か
ら
宮

城
県
ま
で
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
で
移
動
し
、
そ
れ

か
ら
二
五
日
ま
で
石
巻
赤
十
字
病
院
に
て

患
者
の
受
付
や
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

院
内
で
は
知
人
と
出
会
え
て
抱
き
合
う
人
、

死
亡
が
判
明
し
て
泣
い
て
い
る
人
・・様
々
な

方
と
遭
遇
し
ま
し
た
。

中
で
も
、
私
の
子
供
と
同
じ
く
ら
い
の
女
の

子
が
泥
ま
み
れ
で
親
の
後
を
つ
い
て
歩
い
て
い

る
の
を
見
た
時
に
は
や
り
き
れ
な
い
思
い
で

し
た
。

は
じ
め
て
被
災
地
の
状
況
を
目
の
当
り
に

し
た
時
に
は
、
何
度
も
Ｔ
Ｖ
等
で
見
た
光
景

な
の
に
、
目
の
前
の
現
実
に
正
直
足
が
震
え

ま
し
た
。

大
変
な
状
況
の
中
、
病
院
に
こ
ら
れ
た
方

か
ら
「兄
ち
ゃ
ん
に
声
を
か
け
ら
れ
る
と
元

気
に
な
る
ね
。
」
「私
も
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ら

赤
十
字
の
職
員
に
な
る
よ
」
と
温
か
い
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
、
こ
ち
ら
が
元
気
を
分
け
て

い
た
だ
い
た
気
分
で
し
た
。

被
災
地
で
は
不
安
定
な
状
況
の
中
で
も
必

死
に
困
難
に
向
き
合
っ
て
い
る
方
々
が
大
勢

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
で
報

道
さ
れ
な
い
部
分
も
多
く
あ
り
ま
す
。
今
も

続
く
被
災
者
の
現
状
に
今
後
も
関
心
を
向

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

介
護
長

坂
根

琢
也

日
本
赤
十
字
社
で
は
被
災
地
へ
皆
様
の
善
意
を
届
け
る

べ
く
義
援
金
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

義
援
金
は
豊
寿
園
事
務
所
窓
口
で
も
受
付
可
能
で
す
。

○
金
融
機
関
：
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

○
口
座
番
号
：
０
０
１
４
０―

８―

５
０
７

○
加
入
者
名
：
日
本
赤
十
字
社
東
日
本
大
震
災
義
援
金

○
取
扱
期
間
：
～
平
成
二
三
年
九
月
三
十
日(

金)

＊
郵
便
局
窓
口
で
の
取
り
扱
い
の
場
合
、
振
込
手
数
料
は

免
除
さ
れ
ま
す
。

救護活動に参加した
坂根介護長

坂根介護長が見た風景（本人撮影）
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報道されなくなっても被災地に関心を向けて



救護活動に参加した
坂根介護長

日本赤十字社では救護活動が長期化する中、全国の支部・施設職員も含めて、要員の確保・派遣
を行っております。私達豊寿園からは3月20日～25日までの間、坂根介護長が岩手県の石巻赤十字
病院にて患者の受け入れなどの救護活動を行いました。 今後も、被災地の動向によっては当園から
も第2、第3の職員派遣を行う事となるかもしれません。被災地では今でも不自由で不安な日々を送っ
ている方々が大勢います。

東日本大震災

い ま 、 救 わ な け れ ば 。

未曾有の被害 いまだ続く不安定な状況

日本赤十字社は3月11日午後2時46分に発生した地震に対し、即座に災害対策本部を本
社に設置し、被災地にある日赤宮城県支部等に職員を派遣しました。
日本中の各支部・施設からも救護班等を続々と被災地へ派遣しており、福岡県内からも支
部・施設・病院職員を派遣し、行政や自衛隊、医療機関との連携の下被災された方の支援を
行っています。
震災から約1ヶ月が経過した今でも、震災の爪痕は各地に残されており、いまだ復旧の目処
は立たない中、不安な日々を過ごす方々が多くいます。

日本赤十字社での活動状況はホームページでご
覧いただけます。また、安否確認サイトも運営
しています。
○日本赤十字社ホームページアドレス
http://www.jrc.or.jp
○安否確認サイト
Family Links(ファミリー・リンク) 
http://www.icrc.org/familylinks

JAPANESE RED CROSS

SOCIETY FUKUOKA

PREFECTURAL CHAPTER

THE SPECCIAL NURSING HOME

HOUJUEN

http://www.jrc.or.jp/
http:///
http://www.icrc.org/familylinks


豊かな樹 ・ 豊寿園

門司港レトロ地区にて

Director of photography ｋｙｏｕｍｉ ｋｉｄｏ

FRUIT FULL TREE

2011
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